
稲毛海浜公園自然観察会 

浜辺のいきものを観察しよう！ 

本多 敏明（千葉市） 

日 時：2025年 6月 14日（土）10：30～12：30、天候：曇り 

干潮 12：44（潮高 16㎝） 

担当指導員：田島、中田、藤井、本多 応援スタッフ：平田（稚）、井上（千）、伊藤  計７名 

参加者：大人７名、子ども８名  計 15名、公園事務所 2名 

 

今年も「千葉市中央・美浜公園緑地事務所」の依頼を受けて同所スタッフと共に、市民の

皆さんと海岸付近の生き物を観察、「稲毛の浜」に生息する「生き物」を我々「自然観察指

導員」と一緒に採集分類し勉強する「浜辺のいきものを観察しよう！」というイベントを行

った。 

当初の参加人数は合計 25 名という事であったが、天気（前日予報では雨）のこともあり

10名程減ってしまったのは残念だった。 

幸い雨は朝のうちに上がり曇りで、さほど寒くもなく採集には丁度いい気温であった。 

今日の予定、注意事項の後、2班に分かれ、海岸迄の途中の森で昆虫等を観察しながら海岸

へ行き各々「浜辺の生き物」「貝殻」等の採集を１時間程行い、カニ、ヤドカリ、エビ、貝、

ハゼ、ホヤ、海草等々。危険な「赤クラゲ」等に注意しながら採集を行い、持ち寄ったもの

をバットに分類した。 

    

名前の分からない「生物」は各指導員に質問していた。 

いつも人気があるが「ヤドカリ競争」をしたが毎度皆楽しんでいた様だ。 

終盤、田島さんから東京湾の「生物循環」のレクチャーがあり、質問するお子さんもいた。 

採集をした生物はそれぞれ海に帰しました。 

最後に海岸にある「ゴミ」を拾い、終了した。 

今回感じたのは、先月行った「検見川ビーチフェスタ」の時行った採集より「生き物」が

少なくそれでも皆楽しんでくれていた様に思える。 

保管できる「貝殻」は事前採集して「保管」しておくか、次回用に備品として持ちまわし

てもいいように思えた。 

浜辺の生き物を採集      バットに分類 東京湾の生物循環のお話し 


